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開 講 専 攻 分 野 種 別 配当年次 開講時期 単位数 授業形態 

作業療法学専攻 専門科目 選択 3年次 後期 2単位 講義 

ナンバリングコード 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連 

HR32E ②、③ 

 

科 目 概 要 

発達期に生じた障害を有する小児では、疾患により特徴的な問題を抱え易く、また、現在のみな

らず将来に亘りライフステージによって対処すべき課題があり、療育の視点に基づいた作業療法支

援が必要となる。本講義では、作業遂行要素の評価を基に、とくに脳性運動障害児、発達障害児の

障害構造、発達過程での対処すべき課題に対する理解を深める。また、代表的な治療理論について

理解し、対象児への具体的な作業療法介入について幅広い視野から考察を深める。 

学 習 目 標 
① 脳性運動障害児、発達障害児の障害構造について理解する。 

② 対象児の発達過程で対処すべき課題、具体的な作業療法介入の考え方・方法について理解する。 

 

回 項 目 主 な 学 習 内 容 到 達 目 標 

実務経験 

教員担当 

項  目 

1 
作業療法の概要、

過程 

発達障害領域における作業療法の概要、評価～

治療の過程について（復習）作業療法手段とし

ての遊びの設定について 

発達障害領域における作業療法の評価～治療

過程での留意すべき点について確認する。（復

習）作業療法手段として遊びを設定する際の

要件について理解する。 

 

2 
脳性麻痺の評価・

治療 

脳性麻痺の他職種による一般的治療介入 

痙直型両麻痺児の病態、問題、対処について 

脳性麻痺児への他職種による一般的治療介入

について理解する。 

痙直型両麻痺児の障害特徴・関連して生じる

問題、治療介入のポイントを理解する。 

 

3 
脳性麻痺の評価・

治療 痙直型両麻痺児の病態、問題、対処について 
痙直型両麻痺児の障害特徴・関連して生じる

問題、治療介入のポイントを理解する。 
 

4 
脳性麻痺の評価・

治療 痙直型片麻痺児の病態、問題、対処について 
痙直型片麻痺児の障害特徴・関連して生じる

問題、治療介入のポイントを理解する。 
 

5 
脳性麻痺の評価・

治療 アテトーゼ型児の病態、問題、対処について 
アテトーゼ型児の障害特徴・関連して生じる

問題、治療介入のポイントを理解する。 
 

6 
脳性麻痺の評価・

治療 
脳性麻痺児で見られる異常姿勢／運動の形成過

程、生じる問題、対処について 

脳性麻痺児で見られる異常姿勢／運動の形成

過程、生じる問題、対処について理解する。 
 

7 
重症児・者の評

価・治療 

重症心身障害児・者の異常姿勢の評価、

posturing の考え方・具体的方法について 

重症心身障害児・者の異常姿勢の評価、

posturing の考え方・具体的方法について理解

する。 

 

8 
各機能の評価・治

療 
上肢機能の発達と評価・治療の視点 

CP 児と発達障害児を例に、上肢機能の発達過

程と評価・治療の視点について、理解する。 
 

9 
各機能の評価・治

療 

視覚機能の発達と評価・治療の視点 

 

CP 児と発達障害児を例に、視覚機能、遊び・

認知発達の過程と評価・治療の視点について

理解する。 

 

10 
各機能の評価・治

療 
遊び・認知発達の過程・評価・治療の視点 

CP 児と発達障害児を例に、遊び・認知発達の

過程と評価・治療の視点について理解する。 
 

11 
各機能の評価・治

療 

心理・社会機能の発達と評価・治療の視点 

 

CP 児と発達障害児を例に、心理・社会機能の

発達過程と評価・治療の視点について理解す

る。 

 

12 
各機能の評価・治

療 

ADL の発達過程・評価・治療の視点 

学習・就労に向けた評価・支援の視点 

CP 児と発達障害児を例に、ADL や学習・就

労に向けた評価・支援の視点について理解す

る。 

 

13 
各機能の評価・治

療 

様々な対象児の食事の問題、摂食機能の発達と

評価、食事指導の実際 1 

摂食機能の発達過程と評価の視点、実際的な

指導のアプローチについて理解する。 
 



14 
各機能の評価・治

療 

様々な対象児の食事の問題、摂食機能の発達と

評価、食事指導の実際 2 

CP 児のほか、発達障害児、知的障害児に見ら

れる食事に関する問題について理解する。 
 

15 治療理論 感覚統合療法ほか代表的な治療理論について 
感覚統合理論と治療の考え方、ほか代表的な

治療理論について理解する。 
 

評価方法 筆記試験(100%) 

課題に対するフィー

ドバック 
講義終了後に質問を受け、回答する。 

教科図書 
長崎重信・監修「作業療法学ゴールド・マスター・テキスト 発達障害作業療法学（第 3 版）」 メジカル

ビュー社 

参考図書 

岩崎清隆・鴨下賢一・著『発達障害の作業療法〔基礎編〕第 3 版』三輪書店 

岩崎清隆・岸本光夫・鴨下賢一・著『発達障害の作業療法〔実践編〕第 3 版』三輪書店 

田村良子・編『作業療法学全書第６巻作業治療学 3 発達障害』協同医書出版 

EVA BOEER・編著『脳性まひ児の家庭療育 第 4 版』医歯薬出版 

Jung Sun Hong・著『正常発達 脳性まひ治療への応用』三輪書店 

学習の準備 

1.（予習）次回のテキスト等の通読と用語の確認をする（90 分）。 

2.（復習）講義内容の理解／不十分である箇所を明確にし、不十分な箇所は担当教員に質問できるよう準

備する（90 分）。 

オフィスアワー 火曜日～金曜日 13 時～17 時 随時 

担当教員欄に※印を

附した教員の実務経

験 

 

 


